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概要
電源からモーターに電気エネルギーが伝達されるまでには、
昇圧回路、平滑化処理、スイッチングなど様々な処理が
⾏われます。開発やトラブルシューティングの場⾯では、これ
ら各段階で電圧や電流波形を多チャネルで確認する必要
があります。

ポイント
 アナログ8チャネル、2台連結で最⼤16チャネル。
多チャネルでインバータ内部のゲート・ドレイン・ソース信
号やモーター制御信号を同時測定可能。

 確実に異常信号を捕捉
信号が⼗分に⽴ち上がらない・下がりきらない現象を捕
捉するRuntトリガなど、豊富なトリガで異常を捕捉。

 100,000個のヒストリ機能で遡って解析
トリガがかかった波形を⾃動で最⼤100,000個保存。
後から遡って表⽰できます。全画⾯を重ね描きして異
常データを抜き出すことや、条件を設定して波形を検
索することが可能です。抽出した波形データに対し、
カーソル測定や演算などができます。

アプリケーションノート

⾼速インバータの多チャネル波形測定

特⻑
 4/8チャネル アナログ⼊⼒
4CHモデル︓
アナログ4+ロジック32（最⼤）
8CHモデル︓
アナログ8+ロジック32（最⼤）

 2台連結機能 DLMsync（近⽇発売）
DLM5000を2台連結し、最⼤16チャネル測定可能

 最⼤500Mポイントのロングメモリー
2.5GS/sで0.2秒間の波形取込が可能

 2か所ズーム
ズーム倍率を個別に設定できる2か所ズームで画⾯を
切り替えることなく解析が可能

 豊富なメジャー機能
最⼤、最⼩、Peak-Peak、パルス幅、周期、周波数、
⽴ち上がり/ ⽴ち下り時間、デューティー⽐など、29種
類の波形パラメータを搭載し、最⼤30個の波形パラ
メータを同時に⾃動測定できます。

 統計機能
波形パラメータの⾃動測定値に対して、最⼤、最⼩、
平均、標準偏差、測定値数の統計値を表⽰します。
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6ch同時測定による
L側ゲート - ソース
ドレイン - ソース間同時測定

インバータ⼆次側の三相電圧・電流同時測定
電⼒パラメータ演算・統計処理

上下アームの駆動信号
ゲート - ソース電圧
ドレイン - ソース電圧同時測定

DLM5000

8チャネル同時測定例


